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 授業は 2012 年度後期の開講であったが、研修の説明会は 2012
年 4 月に行っていた。ここでは、参加学生 6 人の内、最初の 4 月
の説明会から参加した2人の学生、コミュニケーション学科2年の
L と、国際交流学科 1 年の M に焦点を当て、バングラデシュでの
異文化体験が彼女たちにどのような影響を与えたのかについて論
じていきたい。 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































満々であるとも書いている。実際、M は、2012 年 4 月に、援
助に携わる仕事をしたいとこの研修の説明会に参加し、帰国後
の 2013 年３月～５月は、TICAD(アフリカ開発会議)の関連イ




てとうとう、2013 年 2 月にバングラデシュに一緒に行った 6
人は、Mの想いに共鳴する形で、2013年 5月 28日、バングラ
デシュに関わり続けるための国際交流団体「カチャモリス・シ
ョミティ(ベンガル語で、青唐辛子相互扶助グループの意味)」
を結成した。 
つまり、「気づき」は、次に行動を起こすところまで、発展し
たのである。 
以上見てきたように、M の場合、彼女の異文化体験は、「羊
の脳みそ」から「村の人々に受け継がれる空気の感得」までと
深く、その為に、お仕着せの国際ボランティアではなく、また、
現地に行ったことのある学生だからこそできる関わりを実践す
る径を歩き始めることになったのだと推察できる。 
 
7．まとめ－異文化体験がひらく学生の気づき 
 異文化体験とは何なのであろうか？ 
 L は、非常に素直に異文化と触れ合い、自己理解を進めてい
った。バングラデシュ体験が元になった、古き良きものへの気
づきが、将来の仕事の選択へと可能性を見せる気配がある。 
Mは、強い想いをもって異文化に飛び込み、バングラデシュ
の財産は人々が受け継ぐ空気感にあると気づいた。そして、帰
国時には次の行動を起こすことを宣言するまでになっていたし、
何より、「バングラデシュの経験
．．
が、流されるだけの私から意思
を持った言動を実行できるようにしてくれたと思う」と、自分
自身が確実に変わったことを表明している。 
2 人とも元々タイプの異なる学生であり、バングラデシュで
は同じ体験をしているのだが、2 人は違う気づきに至った。異
文化体験が強烈であれば自己や世界についての気づきも大きい
だろうと推察されるが、気づきは、個々人によって独特であり
異なるということもよくわかったであろう。 
そして、強烈な異文化体験があったとしても、ただそれを感
受するのではなく、気づきがひらかれるには、体験をただ流れ
ていくのに任せるのではなく、体験に楔を打ち込む機会として
のワークショップが重要な意味をもっていたと言ってよい。そ
して、ワークショップ体験が「ふりかえり」の作用を起こし、
個々人の中で体験が言語化され明確な「気づき」となっていっ
たのだといえる。 
繰り返しになるが、それは、L の場合でよくわかる。彼女の
ふりかえりを見ていくと、＜3日目、思春期の少女グループ「キ
シュリ」＞に会った後は→「自分の夢に向かってがんばろう」、
＜10日目のふりかえり＞では→「幸せをみんなに分けていけた
ら」、＜12 日目のふりかえり＞では→「古き良きものを生産し
32
ている人々の支えができる人になりたい。」、そして、帰国後 3
ヵ月弱後のふりかえりでは→「古きよきものを伝えたり、広め
たりする仕事につきたい」と、体験は深く刻まれ、彼女の気づ
きはより具体化していったのである。 
一方、Mの方はというと、体験から経験の高みへと上ってい
ったことがうかがえる。 
＜履修の動機＞では「異文化を体験してみたい。」と書き、＜
12 日目のふりかえり＞では「日本ではこの空気を体験できな
い」と書いていたのが、＜3ヵ月後のふりかえり＞では、「次の
経験
．．
につなげたい」、と「経験」という言葉を使っている。次の
経験は、2013年夏のスペインへの語学留学につながったり、国
際交流団体「カチャモリス・ショミティ」の代表になることに
つながったりしていくのであるが、変化し成長するという意味
で先が楽しみな学生である。つまり、Mの場合は、バングラデ
シュ滞在中から日記も良くつけていたが、ワークショップによ
るふりかえりも手伝って、体験したことについて言語化を繰り
返し内省する内に、体験は経験へとメタモルフォーゼ(変成)(＊
4)されたのだと言える。 
異文化に出会うだけでは人は成長しない。気づきがひらかれ
体験が経験へと変成されるためには、体験の「ふりかえり」の
重要性が指摘できよう。 
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